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▪日本ガス株式会社
▪江崎グリコ株式会社・仙台グリコ株式会社

特別対談
▪立命館アジア太平洋大学 学長 × 株式会社山武 会長

azbil のある街
▪いつまでも輝き続ける歴史都市【京都】
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azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。

72007
July

山武グループPR誌 azbil（アズビル）

News Head Line
もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

このほど国内生産拠点の再編が完了し、伊勢原工場、㈱太信で制御機器関連製品の一
貫生産体制が確立しました。この生産再編を行ったことで、生産リードタイムが大幅に縮
小したほか、仕掛かり在庫が6割削減され、生産効率が向上しました。今後は、金門製作
所京都工場での山武製品（流量計）の生産をはじめとして、金門製作所の工場を含めた
全体最適の実現を図ってまいります。� → A

国内生産拠点の再編が完了

特集

6月6日に熱源廻り用制御弁「アクティバルTM電動二方弁 高差圧対応形」を開発、販売
を開始しました。高差圧の環境にも適した仕様を実現し、小型化（当社従来製品比較：
高さ、重量約50%低減）を図ったことで、設置における省スペース、省資源（製品への使
用材料抑制）にも貢献します。� → B

環境配慮設計の熱源廻り用制御弁を販売開始

6月22日に安全センター株式会社 代表取締役社長に関根広和が就任しました。� → A

安全センター株式会社 新代表取締役社長就任

6月25日に山武コントロールプロダクト株式会社 代表取締役社長に斉藤清文が就任しま
した。� → A

山武コントロールプロダクト株式会社 新代表取締役社長就任

6月27日に株式会社 金門製作所 代表取締役社長に岩井昌秋が就任しました。� → A

株式会社 金門製作所 新代表取締役社長就任

問い合わせ先

B
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL　03-6810-1112
FAX　03-5796-0795

A
株式会社 山武
広報グループ

TEL　03-6810-1006
FAX　03-5220-7274
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　植木や草がきれいに刈り揃えられているのは、いつ見ても
気持ちがいいもの。緑地や草花の管理など、手間ひまのかか
る仕事を丹念にこなしているのが、山武の特例子会社である
山武フレンドリーの社員たちです。山武フレンドリーでは、
藤沢テクノセンター構内や、静岡県伊東市にある保養所の草
むしりや枝切りなどの緑地管理活動を行っています。また、
食堂から出る生ゴミを利用して肥料をつくり、社員や工場見
学者そして納涼祭時に無料で配布しています。炎天下のなか
でも懸命に働き、作業中も大きな声であいさつを交わす彼ら
の姿は、山武社員や地域の人々に元気を与えています。

山武フレンドリー株式会社

地域の緑を守り、住みやすい環境をつくる
azb i l  Top i cs

藤沢テクノセンター生け垣の手入れを行
う山武フレンドリー社員たち

　

高
温
多
湿
の
日
本
は
木
の
生
育
に
適
し
て
い

る
。
森
林
面
積
が
多
く
、木
の
種
類
も
多
い
。

だ
か
ら
こ
そ
木
を
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
と
し
て
利

用
し
て
き
た
。
建
築
、家
具
、道
具
な
ど
。
と
こ

ろ
が
、現
代
は
、木
と
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
確
か
に
、都
会
の
中
で
も
、数
多
く

の
木
々
を
み
か
け
る
。
で
も
、葉
に
特
徴
が
あ

り
名
前
を
知
ら
れ
て
い
る
イ
チ
ョ
ウ
以
外
に
は

あ
ま
り
親
し
み
が
湧
か
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
然
の
中
で
育
ち
、木
と

親
し
ん
で
き
た
の
な
ら
と
も
か
く
、木
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
過
ご
す
機
会
が
少
な
い
た
め
か
、

多
く
の
人
は
木
の
名
前
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
と
癒
し
を
与
え
て
く
れ

る
木
と
親
し
む
た
め
に
も
、ま
ず
は
名
前
を

覚
え
よ
う
。
週
末
、散
歩
に
で
か
け
る
際

に
、１
冊
の
ポ
ケ
ッ
ト
図
鑑
を
持
と
う
。

1
週
間
に
1
種
類
の
木
を
覚
え
る
だ
け

で
、1
年
間
で
相
当
数
の
木
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
散
歩
で
出
会
え
る
木

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、も
っ
と
も
っ
と
心
が
豊
か
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
さ
あ
、で
か
け
よ
う
、木
と
語

ろ
う
。

特集

埼玉県景観アドバイザー
財団法人さいたま市公園緑地協会理事
専門学校中央工学校造園建設科講師
船越 亮二さん
庭木、花木、果樹栽培の著作多数。元
NHKテレビ「趣味の園芸」講師。2006
年度からは、６歳から93歳まで約8200
名が受験した「緑・花文化知識認定試
験」の出題を考える緑花文化の知識認定
試験専門家会議のメンバーでもある。

モクセイ（木犀）、モッコク（木斛）、モチノキ（黐木）
伝統的な庭園に必ず使われてきたのが常緑樹のモッコク（木斛）、モチノキ（黐木）、モクセイ（木犀）の庭
木御三家。これに針葉樹のマツ（松）、落葉樹のサクラ（桜）、ウメ（梅）、モミジ（紅葉）などを配した庭が
最も美しいと言われてきたそうだ。モクセイは香りがよいので、庭木として今もよく植えられている。

アラカシ（粗樫）
関西以西や四国、九州に多く、関西
では5 〜 6本で高さ２〜 3mに仕立
てて庭木にする

アセビ（馬酔木）
万葉時代から愛されてきた花で、普通は
白い花を咲かせるが、濃紅色のものを
ベニバナアセビという。馬などが食べる
と、酔ったようにふらつくので馬酔木

アオキ（青木）
日陰に強く、１年中青々している。
冬に赤い実がなり、青と赤の美しさ
から今欧米で非常に人気が高い

スダジイ（椎木）
シイノキとよく言われるが正確に
はスダジイ。潮風に強く福島以南
の海沿いなどに多く見られる。古
くから公園や庭木に使われてきた

メタセコイヤ
6500万年以上前に生息し、新世代
第四紀に絶滅したと思われていた
が、1945年に中国の四川省で発見
された。別名アケボノスギ

クスノキ（樟）
関東地方でもよく見かけるが、特に九
州地方など、暖かい環境に適した、南
の地域の代表的な街路樹。ケヤキな
どと共によく植えられている

マテバシ
スダジイよりやや南に分布。５種
の中では葉、果実ともに一番大き
く、広い公園向き

シラカシ（白樫）
福島、新潟以西の内陸部に多く見ら
れ、防風・防火垣によく使われる。
関東でカシといえばシラカシのこ
と。関西ではアラカシをさす

ニセアカシア（ハリエンジュ）
街路樹や公園樹として使われ、5 〜 6
月頃、強い芳香のある白い花を房状に
咲かせる。幹には鋭い棘があるのでハ
リエンジュ（針槐）と呼ばれる
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木
の
お
も
ち
ゃ
の
多
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も

ド
イ
ツ
は
伝
統
が
あ
る
。
そ
の
ド
イ
ツ
の
教

育
者
で
幼
児
教
育
の
祖
と
言
わ
れ
る
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
フ
レ
ー
ベ
ル
は
「
子
ど
も
は
一
粒
の

種
で
あ
り
、保
育
者
や
親
は
、自
ら
育
つ
力
を
助

け
る
庭
師
の
役
で
あ
る
」と
言
い
、子
ど
も
の
自

立
に
は
“
遊
び
”が
重
要
だ
と
も
主
張
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
３
〜
6
カ
月
で
つ
か
ん
だ

り
握
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
音
に
も
反

応
す
る
よ
う
に
な
り
、筋
肉
も
発
達
し
て
く
る
。

そ
う
な
る
と
お
も
ち
ゃ
の
出
番
だ
。
お
も
ち
ゃ

は
、見
る
、触
れ
る
、嗅
ぐ
、な
め
る
、聞
く
、の
五

感
を
刺
激
す
る
。
特
に
３
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
は
、五
感
が
刺
激
さ
れ
発
達
し
て
い
く
こ
と

で
内
面
も
豊
か
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、３
歳
以
上
に
な
る
と
、お
も
ち
ゃ

の
役
割
は
創
造
力
を
養
う
も
の
と
な
る
。
い
ち

ば
ん
の
例
が
お
ま
ま
ご
と
。
お
ま
ま
ご
と
は
観

察
力
と
表
現
力
が
必
要
だ
。
お
も
ち
ゃ
は
、子

ど
も
の
自
由
な
発
想
を
邪
魔
し
な
い
ほ
う
が
い

い
。
そ
れ
だ
け
に
シ
ン
プ
ル
な
木
の
お
も
ち
ゃ

が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

丈
夫
さ
か
ら
親
子
２
代
で
遊
ぶ
こ
と
だ
っ
て
可

能
だ
。
や
り
た
く
て
や
っ
た
遊
び
で
学
ん
だ
り
、

身
に
付
け
た
集
中
力
や
観
察
力
、創
造
力
と
想

像
力
な
ど
は
一
生
の
財
産
と
な
る
。
そ
ん
な
お

も
ち
ゃ
を
探
す
と
、ど
う
や
ら
木
の
お
も
ち
ゃ

に
な
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。
言
葉
を
話
せ
な
い

赤
ち
ゃ
ん
さ
え
、木
と
語
る
の
だ
。

オリジナルのおままごとキッチンは小川さんの父親である雅昭さんの手作
り。大人気のキッチン台は予約待ち。性別に関係なく2 〜３歳くらいに
なると、おままごとをするようになる。実は男の子も大好きな遊びなのだが、
親が「男の子のくせに…」とブレーキをかけてしまうのだとか。高額のキッ
チン台だが、Brookではリーズナブルなオリジナル商品を提供している

名古屋市内の閑静な住宅街にあるお店には、0歳から5歳くらいまで
を対象とした約800アイテムもの木のおもちゃがある。海外メーカー
が中心だが、日本メーカーやBrookオリジナル商品もある。ご主人の
小川康紀さんは元コンピュータエンジニア。「心が癒されるから」と
木のおもちゃの販売に取り組むようになったとか。「当初は、僕を見
ると子どもが泣いてしまうんです。ですが、今は泣かれなくなりまし
た。自然体になったからだと自分では分析しています」

「木のおもちゃ B
ぶ る っ く

rook」

ご主人の小川康紀さ
んと、奥さまの千賀子
さん。 二人三脚で、
やさしい木のおもちゃ
を提案している

名古屋市瑞穂区中根町3-9-1
http://www.e-brook.com/

　山武の社会貢献事務局では地域交流がきっかけとなり、東京都渋谷区の
常磐松小学校の環境教育支援を実施しています。一昨年は「自然をふや
そう、地球のために」というテーマで、CO２削減に取り組みました。そし
て昨年のテーマは「身近な自然」。普段は気づかない“自然”を発見し、そ
の大切さを理解し、さらに自分たちに何ができるか？を考えるプログラム
を実施しました。「○○に木があるのを知ってるよ」「○○公園はたくさ
ん緑があるよ」など、子どもたちは地元を探検することでたくさんの自然
を発見しました。また、渋谷地区で緑化活動を推進している「渋谷フラ
ワープロジェクト」の皆さんとの交流も行われるなど、環境教育支援を通
じたネットワークも広がっています。

環境教育支援で広がるネットワークazb i l  Top i cs

Brookオリジナルの積み
木。国産のぶな材を使っ
たレンガ型積み木は、サ
イズが精巧に作られて
いるので、大きな作品を
作ってもバランスが崩れ
ない

丸い木が動いて、その動きと音が楽
しめる西ドイツ製のおもちゃ。表面
の塗装にはビーワックスが使われて
いる。ビーワックスとは、ミツバチが
巣を作る際に分泌する蜜蝋のこと

引いて遊ぶ（プルトーイ）は
クラシックな木のおもちゃ。
帽子のあひるは、カタカタ
と音をたてながら、首と羽を
振ってついてくる

ボールを叩くと箱の中から転
がって出てくるイタリア製のおも
ちゃ。こんなささいなことでも、子
どもたちは達成感を感じ、飽きず
に繰り返し遊ぶのだとか

ワイヤー上のカラフルなビーズを動かして遊ぶオラ
ンダ製のおもちゃで、ルーピングという。腕や指の
不自由な人のリハビリのために開発された道具を子
ども向けに改良したもの。ビーズの動きに子どもた
ちはくぎ付け。インテリアとしても人気がある

特集

CO2で埋めつくされ
た地球。環境に良い
活動をすることで
CO2の シ ー ル を1枚
ずつ取り外していく

プランター作りを
体験する小学生
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　湘南の海沿いコースをランナーが走る「湘南国際マラソン
2007」が3月18日に開催され、山武は地元企業としてさまざまな
形でこのイベントをサポートしました。その中の一つが会場
内での資源分別活動。ゴミの分別回収を徹底的に実施すると
同時に、環境活動の成果を分かりやすくするために、資源ごみ
である「カン」「ビン」「ペットボトル」の回収量によるCO２削
減量を計算し、それを植樹した場合のCO２吸収量に置き換える
バーチャル植樹を実施しました。結果は、前夜祭と大会当日の
2日間でカン170.6kg、ビン565.2kg、ペットボトル212.8kgを回収
し、約130本分のバーチャル植樹が実現できました。

回収した分別ゴミを植樹に換算azb i l  Top i cs

日本伝統建築技術保存会 会長
文化財修理技術保存連盟 副理事長
株式会社西澤工務店 代表取締役
西澤 政男さん
文化財修理工事をはじめ、一般社寺の改修、新築
工事を行いながら、千数百年受け継がれてきた匠
の技を次世代に継承しようと取り組んでいる。

一人前ともなると、ノミやカンナなどの
道具は、軽トラック１台では運べないほ
どの種類になるそうだ

基礎は自然石。石の形に合わせて木を
削ってある

木材はヒノキが中心。人肌色の光沢のあ
る美しさと独特の香り、強度と耐朽性が
必要な社寺建築に最も適した木材だ

粘りがあるマツは屋根の荷重を支える梁に使
われる。木の特性を適材適所に生かす

　

世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
日
光
東
照
宮
の
造

営
に
あ
た
っ
た
棟
梁
を
甲こ

う

ら良
宗む

ね
ひ
ろ廣
と
い
う
。
滋

賀
県
甲
良
町
の
出
身
で
、そ
の
偉
業
を
た
た
え

る
記
念
館
で
は
甲
良
家
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
甲
良
町
は
甲
良
大
工
と
い
わ
れ
る
宮
大

工
発
祥
の
地
だ
。

　

日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会
は
、こ
う
し
た

伝
統
的
な
匠
の
技
を
守
り
、伝
え
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
る
。
日
本
の
木
造
建
築
は
世
界
に

誇
る
文
化
で
あ
り
技
術
だ
。
会
長
で
あ
る
西
澤

さ
ん
は
、伝
統
建
築
の
設
計
、施
工
を
手
が
け
る

宮
大
工
の
３
代
目
。
祖
父
は
甲
良
町
の
出
身
だ
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、建
築
現
場
が
遊
び
場
だ
っ

た
と
い
う
。

　

案
内
し
て
も
ら
っ
た
現
場
は
、
西
国

三
十
三
ヶ
所
巡
り
の
第
三
十
二
番
札
所
と
し
て

有
名
な
観
音
正
寺
。
聖
徳
太
子
が
開
い
た
と
伝

わ
る
寺
だ
。
い
ま
、本
堂
の
隣
で
、永
代
供
養
堂

の
新
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
西
澤
工
務
店

は
、国
宝
・
彦
根
城
や
重
要
文
化
財
の
社
寺
の

修
理
を
数
多
く
手
が
け
る
と
と
も
に
、こ
の
現

場
の
よ
う
に
、社
寺
建
築
の
設
計
、施
工
、監
理

を
行
っ
て
い
る
。
建
築
技
術
は
1
0
0
0
年
以

上
も
の
間
、脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
近
代

に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
方
式
が
出
現
し
た

た
め
か
、設
計
か
ら
施
工
ま
で
宮
大
工
に
よ
る

建
築
が
で
き
る
事
業
者
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。

鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
強
く
、木
は
弱
い
。
多

く
の
人
が
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
に

違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、鉄
骨
や
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
せ
い
ぜ
い
50
年
、長
く

て
も
1
0
0
年
に
満
た
な
い
も
の
が
ほ
と
ん

ど
。
と
こ
ろ
が
木
の
家
は
数
百
年
の
寿
命
が
あ

る
。
木
の
家
は
、空
気
が
通
る
こ
と
で
木
材
の

腐
朽
を
防
ぎ
、建
物
が
長
持
ち
す
る
の
だ
。
適

度
に
手
入
れ
を
行
え
ば
、千
数
百
年
を
経
て
も

そ
の
美
し
い
姿
は
健
在
す
る
。
木
は
生
き
続
け
、

私
た
ち
の
心
を
和
ら
げ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
木
と
語
る
。

特集

屋根の木組みとそれを図面にした看板。
この図面で、木の位置関係を把握する

水平材・垂直材・斜材の部材を組み合わ
せるときの接合部分を仕口という。この
仕口部分の凸型をほぞ、ほぞが入る凹を
ほぞ穴といい、さまざまな形がある

彫刻も伝統建築技術の一つ。後世に誇れ
る作品を目指す

社寺建築の特徴は、曲線。木だからこそ作れる曲線の美し
さが社寺建築の命だ。施工後の反りや伸び縮みなどの変
化も計算する。この現場の棟梁を務めるのは西澤さんの
次男・央泰さん。兄は文化財建造物保存技術協会のメン
バーとして、現在、九州で文化財修理に取り組んでいる

道具の中にはこんな小さいカンナも

Jul.2007　� �　Jul.2007
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ClientVol.1 日本ガス株式会社

ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス
供
給
を

目
指
し
て

　

都
市
ガ
ス
の
原
料
を
石
油
系
（
L
P
G
）

か
ら
天
然
ガ
ス
（
L
N
G
）へ
と
切
り
替

え
る
取
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
天

然
ガ
ス
は
、地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

C
O
２

や
有
害
な
N
O
x
の
発
生
量
が
少

な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
国
の

基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
大
都
市
圏
で
は
都
市

ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
化
が
完
了
し
て
い
ま
す

が
、天
然
ガ
ス
基
地
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

つ
な
が
っ
て
い
な
い
地
域
で
の
天
然
ガ
ス

化
が
現
在
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
市
を
供
給
エ
リ
ア
に
持
つ
日
本

ガ
ス
は
、産
ガ
ス
国
で
液
化
さ
れ
た
天
然

ガ
ス
（
L
N
G
）を
、
L
N
G
タ
ン
カ
ー

で
荷
受
け
し
、市
内
外
へ
の
都
市
ガ
ス
供

給
の
ほ
か
、南
九
州
一
円
の
都
市
ガ
ス
事

業
者
へ
の
卸
供
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
敷
設
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
の
天
然
ガ
ス
利
用
に
必
要
な

の
が
L
N
G
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地
と
い
わ
れ

る
設
備
で
す
。
鹿
児
島
県
北
西
部
に
あ
る

阿
久
根
市
を
供
給
エ
リ
ア
と
す
る
阿
久
根

ガ
ス
は
、
2
0
0
7
年
５
月
１
日
に
都
市

ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
支
援
を
行
っ
た
の
が
、日
本
ガ
ス
で

あ
り
、
L
N
G
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地
の
設
計
、

施
工
を
担
っ
た
の
が
チ
ヨ
ダ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

多
機
能
型
L
N
G
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地

　

阿
久
根
ガ
ス
で
は
約
2
0
0
0
件
の
お

客
さ
ま
に
石
油
系
都
市
ガ
ス
を
供
給
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、大
口
需
要
家
で
あ

る
阿
久
根
市
民
病
院
の
増
改
築
が
計
画
さ

れ
、病
院
側
は
環
境
問
題
を
考
慮
し
て
都
市

ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
化
を
希
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
L
N
G
サ
テ
ラ
イ

ト
基
地
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
南
九
州
一
円
の
都
市
ガ
ス
事
業
者
や
お

客
さ
ま
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、天
然
ガ
ス

化
推
進
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を
惜
し
ま

な
い
こ
と
が
当
社
の
姿
勢
で
す
。
安
全
第

一
を
最
優
先
に
、地
域
発
展
に
貢
献
で
き

る
設
備
を
目
指
し
ま
し
た
」（
中
間
社
長
）

　

建
設
さ
れ
た
L
N
G
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地

は
、都
市
ガ
ス
の
製
造
・
供
給
設
備
の
他

に
、天
然
ガ
ス
自
動
車
（
C
N
G
自
動
車
）

へ
の
燃
料
補
給
施
設
で
あ
る
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
、
L
P
ガ
ス
車
専
用
の
オ
ー
ト

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

「
都
市
ガ
ス
製
造
と
オ
ー
ト
ガ
ス
、さ
ら
に

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各
機
能
を
融
合
さ

せ
た
画
期
的
な
L
N
G
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
ま
し
た
」（
長
崎
グ

ル
ー
プ
長
）

「
建
設
コ
ス
ト
と
運
用
コ
ス
ト
を
抑
え
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
設
備
な
ら
、小
規
模
都
市

ガ
ス
事
業
者
の
天
然
ガ
ス
化
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
促
進
で
き
る
と
期
待
で
き
ま
す
」

（
福
吉
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

こ
う
し
て
鹿
児
島
市
外
で
は
初
め
て
と

な
る
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン

し
、市
民
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
お
客
さ

ま
へ
供
給
す
る
都
市
ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
へ

の
転
換
が
完
了
し
ま
し
た
。

安
全
と
安
心
、快
適
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
ガ
ス
を
拡
販

　

オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
用
の
L
P
G

は
、都
市
ガ
ス
製
造
の
際
の
熱
量
調
整
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
リ
ー
で
輸
送

し
て
き
た
L
N
G
を
貯
槽
に
受
入
れ
す
る

際
に
は
、23
M
P
a
ま
で
圧
縮
さ
れ
た
L

–

C
N
G
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ガ
ス
を

減
圧
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、従
来
ロ
ー

リ
ー
車
に
必
要
だ
っ
た
加
圧
蒸
発
器
が

不
要
と
な
り
、効
率
的
か
つ
短
時
間
で
の

L
N
G
受
入
れ
作
業
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
全

国
で
５
番
目
、九
州
で
は
初
め
て
と
な
る

L–

C
N
G
方
式
。
都
市
ガ
ス
を
天
然
ガ

ス
自
動
車
用
に
圧
縮
し
て
供
給
す
る
従
来

の
ス
タ
イ
ル
に
対
し
、液
状
態
の
ま
ま
加

圧
し
気
化
器
を
通
し
て
ガ
ス
を
充
填
す
る

L–

C
N
G
方
式
は
、初
期
投
資
お
よ
び
運

用
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
る
方
式
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
３
つ

の
設
備
の
融
合
に
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ル
調
節

計
や
ガ
ス
事
業
法
対
応
ガ
ス
ク
ロ
、自
動

調
節
弁
な
ど
の
山
武
の
計
装
機
器
が
貢
献

し
ま
し
た
。

「
当
社
が
全
国
各
地
に
設
計
・
施
工
す
る
プ

ラ
ン
ト
に
山
武
製
品
を
採
用
す
る
最
大
の

理
由
は
、高
い
品
質
の
セ
ン
サ
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
、そ
し
て
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ま
で
を

一
貫
し
て
供
給
い
た
だ
け
る
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
全
国
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
場
合
で
も
適
切

な
初
動
対
応
が
期
待
で
き
、長
年
の
付
き
合

い
の
中
で
、そ
の
期
待
に
も
応
え
て
き
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」（
チ
ヨ
ダ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス　

吉
本
社
長
）

　
「
３
つ
の
機
能
が
融
合
し
か
つ
非
常
に

コ
ン
パ
ク
ト
な
設
備
で
う
ら
や
ま
し
い
と

の
声
が
、見
学
さ
れ
た
他
の
都
市
ガ
ス
事

業
者
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
多
機
能
で
あ
る

こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
3
6
5
日
24
時

間
、安
全
と
安
心
、そ
し
て
快
適
な
暮
ら
し

を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
阿

久
根
ガ
ス　

折
橋
生
産
部
次
長
）

　

阿
久
根
ガ
ス
で
は
、エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
オ
ー
プ
ン
を
機
に
C
N
G
自
動
車
の
拡

販
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
日
本
ガ
ス
お

よ
び
阿
久
根
ガ
ス
の
積
極
的
な
事
業
展
開

は
、地
域
の
地
球
環
境
保
全
活
動
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

プログラマブルコントローラや、シングルループコントローラ
などが並ぶ LNG サテライト制御盤とL-CNG 充填制御盤

多機能・高付加価値の
LNGサテライト基地の実現に貢献
環境保全とより安定した供給を目指し、
都市ガスの天然ガス化が推進されています。

Vol.1 日本ガス株式会社

設 立
本 社
従 業 員 数

：
：
：

1941年
鹿児島市中央区８番地2
246名（平成17年度）

日本ガス株式会社

都市ガス事業を核としながら総合エネルギー
企業への進化を目指し、南九州エリアのエネル
ギー供給拠点として安心・安全・快適な暮らし
の実現に貢献しています。

阿久根ガス株式会社
生産部次長
折橋 光徳氏

株式会社チヨダセキュリティーサービス
代表取締役社長
吉本 隆男氏

総合企画グループ
新技術開発チーム マネージャー
福吉 保弘氏

広域産業用グループ
グループ長
長崎 正巳氏

日本ガス株式会社
代表取締役社長
中間 兼市氏

プラントの状態は HarmonasTMで常にチェッ
クできます

23MPa に圧縮された天然ガスを0.5MPa に減圧
するバルブ（VSM 形高圧微少弁）。これにより、
これまで必要だったローリー車の加圧蒸発器が不要
となりました

都市ガスのカロリーを
計測する制御用カロ
リー計 SGA400 形

タンク内の天然ガス量を計測する差圧・圧力発信器
DSTJ3000 TM。液面測定（右）と圧力測定（左）

所内消費用都市ガス
メーターは金門製作所
製。市民病院側にも金
門製のルーツメータが使
用されています
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Client
Vol.2 江崎グリコ株式会社・仙台グリコ株式会社

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

確
実
に
良
品
を
届
け
る
た
め
に

　

江
崎
グ
リ
コ
の
生
産
拠
点
の
一

つ
、仙
台
グ
リ
コ
は
１
９
７
０
年
に

江
崎
グ
リ
コ
の
冷
菓
生
産
の
拠
点

と
し
て
、東
北
新
幹
線
の
古
川
駅
か

ら
車
で
約
20
分
の
雁が

ん
ば
ら原
工
業
団
地

に
隣
接
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
か
ら
レ
ト
ル
ト
食
品
の
工
場
に
業

態
を
変
更
し
、社
名
も
グ
リ
コ
仙
台

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
株
式
会
社
か
ら
現

社
名 

仙
台
グ
リ
コ
株
式
会
社
に
な

り
ま
し
た
。
江
崎
グ
リ
コ
と
し
て
も

近
年
レ
ト
ル
ト
食
品
の
需
要
増
に
対

応
し
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
本

格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

最
初
は
数
品
目
か
ら
始
ま
っ
た
生
産

は
、今
で
は
各
種
の
カ
レ
ー
、ど
ん
ぶ
り
、

ス
ー
プ
な
ど
、50
種
あ
ま
り
の
商
品
を
生

産
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
の

生
産
量
は
約
14
万
食
。
江
崎
グ
リ
コ
唯
一

の
レ
ト
ル
ト
食
品
工
場
と
し
て
、伸
び
続

け
る
需
要
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　

仙
台
グ
リ
コ
が
レ
ト
ル
ト
食
品
工
場
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
」や
「
異
物
混
入
問
題
」が
発

生
し
、「
食
の
安
全
」に
対
す
る
消
費
者
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
江
崎
グ
リ

コ
と
し
て
も
品
質
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」や
、食
品
の
安

全
・
衛
生
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
」の
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、安
全
・

衛
生
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

「
当
時
、
江
崎
グ
リ
コ
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
す
る
だ
け
で
な

く
、全
数
品
質
保
証
体
制
を
築
こ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
製
品
が
問
題
な
く
生
産
さ

れ
て
、か
つ
そ
れ
を
保
証
す
る
た
め
に
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
一
番
手
と
し
て
シ

ス
テ
ム
導
入
に
着
手
し
た
２
工
場
の
１
つ

が
仙
台
グ
リ
コ
で
し
た
」（
岡
本
社
長
）

商
品
の
ト
レ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、

現
場
で
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
と
し
て

　

今
回
、仙
台
グ
リ
コ
で
は
、工
程
ご
と
の

原
料
受
入
、計
量
、投
入
デ
ー
タ
な
ど
の
履

歴
が
管
理
で
き
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
機

能
に
と
ど
ま
ら
ず
、作
業
ミ
ス
防
止
、原
材

料
の
賞
味
期
限
管
理
な
ど
を
含
め
た
在
庫

管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
を
積

極
的
に
使
い
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
た

の
が
、山
武
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
「
ス
ー
パ
ー
管
理
食TM

」と
、装
置
の

状
況
を
常
時
把
握
で
き
る
協
調
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
「H

arm
onas

TM

」

で
し
た
。

「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
生
産
現
場
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
ベ
ン

ダ
ー
が
い
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
山
武

は
、現
場
計
器
か
ら
制
御
シ
ス
テ
ム
、さ
ら

にM
E

S

（M
anufacturing E

xecution 
S

ystem

：
製
造
実
行
シ
ス
テ
ム
）ま
で
を

取
り
揃
え
、生
産
現
場
に
精
通
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、シ
ス
テ
ム
あ
り
き
で
は

な
く
、仙
台
グ
リ
コ
の
現
場
に
合
っ
た
シ

ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
檜
野
室
長
）

　

新
た
に
、入
庫
の
際
パ
レ
ッ
ト
単
位
で

在
庫
を
管
理
す
る
「
倉
庫
ラ
ベ
ル
」や
、一

度
開
封
し
た
原
材
料
の
賞
味
期
限
管
理
を

行
う
た
め
の
「
容
器
管
理
ラ
ベ
ル
」と
い

う
概
念
と
し
く
み
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

安
全
で
確
実
な
管
理
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

「
ま
た
、新
商
品
の
導
入
な
ど
で
頻
繁
に
行

わ
れ
る
ラ
イ
ン
の
組
み
替
え
の
時
、ス
ー

パ
ー
管
理
食
やH

arm
onas

の
設
計
変
更

を
社
内
で
行
え
る
こ
と
も
選
定
の
大
き
な

理
由
で
し
た
。
納
入
後
に
出
て
く
る
細
か

い
要
望
に
も
、山
武
は
現
場
目
線
で
そ
の

都
度
応
え
て
く
れ
る
。
文
字
通
り
二
人
三

脚
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
」

（
檜
野
室
長
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
か
ら

改
善
や
経
営
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
に

「
複
雑
な
消
費
期
限
の
計
算
も
日
付
を
入

力
す
る
だ
け
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、そ
れ
ま
で
毎
月
３
日
費
や
し
て
い
た

原
材
料
の
棚
卸
作
業
が
必
要
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、ロ
ッ
ト
を
調
べ
て
ほ
し
い

と
い
う
依
頼
に
つ
い
て
も
、原
材
料
ロ
ッ

ト
か
ら
製
品
ロ
ッ
ト
ま
で
、す
べ
て
の

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
た
め
、わ
ず

か
数
十
分
で
必
要
な
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
佐
々
木
氏
）

　

ミ
ス
の
確
実
な
防
止
に
役
立
つ
上
、充

填
ラ
イ
ン
で
は
１
分
ご
と
に
違
う
ロ
ッ
ト

ナ
ン
バ
ー
が
印
字
さ
れ
る
な
ど
、手
書
き

の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
詳
細
に

原
料
や
製
品
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

「
ラ
イ
ン
で
働
く
従
業
員
も
シ
ス
テ
ム
へ

の
入
力
や
確
認
を
通
し
て
、自
身
が
生
産

管
理
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
シ
ス
テ
ム
に

蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
、現
場
の
一
人
ひ

と
り
が
も
っ
と
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」（
檜
野
室
長
）

「
今
後
、品
質
に
関
す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

は
さ
ら
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
今
、食
品

業
界
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
頼
性
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
業
界
全
体
と
し
て
取
り

組
み
が
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、私
た
ち
自
身
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
で
、消
費
者
の
意
識
を
先

取
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
岡
本

社
長
）

江崎グリコグループの持つ13の生産拠
点の一つで、グループ唯一のレトルト食
品製造工場です。アイスクリーム工場
からの業態変更を機に導入したトレー
サビリティシステムを積極的に活用し、
お客さまに「おいしく、安全で、安心な
製品」をお届けしています。

所 在 地

創 立

従 業 員 数
事 業 内 容

：

：

：
：

宮城県加美郡加美町
菜切谷字山道3-95
1970年8月21日

（グリコ仙台アイスクリーム株式
会社として設立。2001年に業態と
社名を変更）
172人（2007年4月1日現在）
カレーやどんぶり、スープなどの
レトルト食品の製造

納入事例紹介

各工程でラベルをモバイルに読み込み、正しい品目がきちんと揃っているかチェック。すでに確認には欠かせないツールとなっています

仙台グリコ株式会社

仙台グリコ株式会社
代表取締役社長
岡本 春実氏

江崎グリコ株式会社・仙台グリコ株式会社

トレーサビリティシステムの導入で
日々の生産にさらなる安全・安心の付加価値を
高まり続ける「食の安全」への関心に応えるため、トレーサビリティシステム「スーパー管理食」を導入。
徹底した現場の視点でシステムを構築し、すべての商品の品質を保証できる体制を取り続けています。

Vol.2

品質保証室 室長
檜野 善一氏

製造課
佐々木 高行氏

仙台グリコでは現在50種類もの商品を生産しており、原材料は約170種類にものぼります

装置の状況を常時把握できるHarmonas。装置の情報を電光掲示板に表示
し、必要な情報を作業中に把握できるようにしています

トレーサビリティシステム
「スーパー管理食」

Application Review

食品工場向けのトレーサビリティシステム。
「必要な部分」から「工場全体」まで段階
的な構築が行え、大きな初期投資をしなく
ても導入できるのが特徴です。食品工場
特有の課題を解決するノウハウが詰まって
います。
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【えび車で空でも海でも
� どこでもいけるといいな】
■柴山 華乃子さん
■緑が丘・第二幼稚園
大きなえびの車に家族みんなで乗って、海の
中や空の上にドライブにいけたらいいな。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
28回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

突然思い立って穂高の原生林の中へ癒されに
行ってきました。何をするでもなく、ただただ
ボーっと木や空を眺め渓流の音を聞きながら本
を読んだり散歩をしたりしました。空気のにお
いが違い、木の甘い香りがします。ただそれだけ
なのに、ものすごく元気になりました。森には人
を癒す力があるようです。みなさんも日ごろの
喧騒を忘れて森の中へ癒されに行ってみません
か？気がついていない自分の一面を発見できる
かもしれません。� （akubi）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され
ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報室 azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2007年7月1日
■発　行：株式会社 山武　広報室
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。

現
場
力
の
育
成
が
課
題

佐
藤　

当
社
は
、お
客
さ
ま
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ
か
み
、そ
の
問
題
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、人
々
の
暮
ら
し

の
安
心
や
快
適
を
実
現
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
使
命
を
遂
行

す
る
上
で
大
切
な
の
が
現
場
力
で
す
。

当
社
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、ど

の
エ
リ
ア
で
あ
ろ
う
と
こ
の
現
場
力
重

視
は
不
変
で
す
。
各
現
地
法
人
と
も
極

力
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
を
採
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、企
業
文
化
と
も
い
え

る
現
場
力
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

カ
セ
ム
学
長　

私
た
ち
は
社
会
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
人
材
育
成
の
責
任
を
果
た
せ

る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
、現
場

力
を
学
生
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、積

極
的
に
学
外
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、企
業
や
科
学
技
術
関

連
施
設
な
ど
で
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

し
て
実
際
の
現
場
で
創
造
力
や
適
応
力

を
習
得
す
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、企

業
の
ご
協
力
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す

し
、将
来
的
に
は
、あ
る
企
業
の
固
有
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

用
意
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｕ
と
の
交
流
で

人
材
育
成
の
土
壌
づ
く
り
を

佐
藤　

日
本
や
日
本
企
業
の
将
来
を
考

え
る
と
、ア
ジ
ア
の
若
い
皆
さ
ん
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
技
術
開
発
な
ど
に

ぜ
ひ
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、仕
事
に
夢
や

希
望
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
志
あ
る
学
生
を
育
成

す
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
、

私
た
ち
企
業
が
そ
の
夢
や
希
望
が
実
現

で
き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
こ

う
し
た
人
材
育
成
の
土
壌
づ
く
り
の
た

め
に
も
Ａ
Ｐ
Ｕ
と
の
交
流
を
今
後
も
ぜ

ひ
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

カ
セ
ム
学
長　

た
い
へ
ん
心
強
い
お
言

葉
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
周
辺
地
域
に
は
大
勢
の
若
者

が
い
て
、年
々
豊
か
に
な
る
ア
ジ
ア
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
大
学
は
若
者
達
の
夢
を
創
造
し
、

特
  別
  対
  談

産学連携してグローバルに
活躍する人材を育成

21世紀の国際社会をリードする学生を育て、
アジア太平洋の未来創造に貢献するための人材の養成と

新たな学問の創造を目指す立命館アジア太平洋大学（以下APU）。
山武は企業アドバイザーとしてAPUをサポートしています。

この度、APUのアドバイザリー・コミッティ委員である
佐藤会長が大分県別府市にある同大学を訪問し、

カセム学長とグローバル人材育成について意見交換をしました。

育
む
と
こ
ろ
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
夢
を
か
な
え
る
場
が
就
職
先
で
あ

り
、職
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
私
は
学
生
に
、た
と
え
さ

さ
や
か
で
あ
っ
て
も
学
生
生
活
の
中
で

夢
の
実
現
を
経
験
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
達
成
感
が
長
い
人
生
を

力
強
く
歩
ん
で
い
く
原
動
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に

大
学
と
企
業
と
の
協
同
が
必
要
な
の
で

す
。
例
え
ば
、企
業
に
お
い
て
日
々
の
研

究
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
、大

学
と
の
連
携
に
よ
っ
て
実
用
化
で
き
る

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
若
者

達
の
夢
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト

を
生
み
出
し
た
り
、技
術
開
発
の
可
能
性

を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ
以
上
の
人
材
育
成
の
手
段
は
あ
り

ま
せ
ん
。

人
材
育
成
の
活
性
化
が

企
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

佐
藤　

実
は
先
ほ
ど
、キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
若
者
が
集
い
、活
発
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
姿
に

頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
学
校
は
、い
ま

ま
で
日
本
に
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
ベ

ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
の
学
生
さ
ん
で
し
た

が
、声
を
か
け
る
と
礼
儀
正
し
く
明
る
く

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
ジ

ア
の
学
生
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
や
笑
顔
で

の
応
対
な
ど
、人
と
し
て
の
基
本
が
で
き

て
い
る
。
こ
の
大
学
で
学
ぶ
日
本
人
学

生
に
と
っ
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
し
、得
る
も
の
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

カ
セ
ム
学
長　

こ
の
学
校
を
一
言
で
表

す
と
、「
世
界
中
か
ら
優
秀
で
面
白
い
若

者
が
集
ま
り
、日
本
の
同
世
代
や
日
本
そ

の
も
の
を
元
気
に
す
る
大
学
」と
な
り
ま

す
。
人
材
を
育
成
す
る
場
が
活
性
化
す

る
こ
と
が
、社
会
や
企
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤　

視
野
を
広
げ
た
り
、人
の
心
を

知
っ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
な
ど
を

形
成
で
き
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
Ａ
Ｐ
Ｕ

に
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、企
業
は
さ

ら
に
強
く
な
れ
る
は
ず
で
す
。
高
い
志

を
持
つ
現
場
に
、若
い
創
造
力
豊
か
な

若
者
を
導
入
す
れ
ば
、技
術
開
発
へ
と
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
大
学
と
企
業
の
協

同
の
場
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
私
た
ち

が
持
っ
て
い
な
か
っ
た
何
か
を
持
つ
機

会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
セ
ム
学
長　

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学 

学
長

モ
ン
テ 

カ
セ
ム
氏

株
式
会
社
山
武 
代
表
取
締
役
会
長

佐
藤 
良
晴　日本にいながら、国際的な環境で学ぶことが出来るという点に魅力を感じて、

APUを選択しました。APUでは、どの授業も日本語もしくは英語で実施されて
おり、学生たちは入学時にどちらの言語を主とするかを選択します。私は英語で
の授業を選択しましたが、日本語は必修科目として1〜 3回生でしっかり学びま
した。第二外国語として中国語を選択しましたが、APUには中国からの留学生
も多く、まさに生きた中国語を身に付けることができました。
　3回生になると企業の情報がたくさん入ってくるようになりました。学内でも
企業の説明会がたくさん開催され、大学のキャリアオフィスも積極的に支援して
くれるほか、その気になれば、ライブラリーで企業の情報を得ることもできます。
　私もいろいろな企業の説明会に参加しましたが、自分の能力を発揮できそうだ
と感じたことと、社員を大切にしてくれそうな社風に惹かれて、ここへの就職を
決めました。なぜなら先輩から「会社が自分を求めているか、そして会社と気が
合うかが大切」とのアドバイスをもらっていたからです。一日も早く、グローバ
ルのステージでチャレンジしたいと思います。

山 武 の 取 組 み
本年 4 月に韓国山武に入社した
立命館アジア太平洋大学（以下 APU）卒業生に
お話を伺いました。

APUで学んだ国際感覚で
チャレンジします

2000年4月、「自由・平和・ヒューマニズム」
「国際相互理解」「アジア太平洋の未来
創造」を基本理念として大分県別府市に開
学。従来の日本の大学にはなかった画期
的な教育システムとカリキュラムを導入し、
学生も教員も約半数が外国籍という日本で
唯一の本格的な国際大学。

アドバイザリー・コミッ
ティ・ライブラリー内
にある山武ブース　

Ritsumeikan
Asia Pacific University
立命館アジア太平洋大学

韓国山武株式会社
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Kyoto

□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター　□ イー・エス・ディ
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

２
０
０
６
年
の
京
都
へ
の
観
光
客

数
は
４
７
０
０
万
人
強
。
５
年
連
続

で
過
去
最
高
記
録
を
更
新
し
て
い

る
。
潤
い
や
ゆ
と
り
、癒
し
な
ど
文

化
的
、精
神
的
な
充
足
感
を
満
た
し

て
く
れ
る
京
都
な
ら
で
は
の
魅
力
に

た
く
さ
ん
の
人
が
引
き
付
け
ら
れ
る

か
ら
だ
ろ
う
。
国
宝
建
造
物
や
特

別
名
勝
庭
園
お
よ
び
周
辺
の
風
致

景
観
が
保
護
さ
れ
て
い
る
寺
社
と
城

17
軒
が
、「
古
都
京
都
の
文
化
財
」

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
。
加

え
て
、外
国
人
が
あ
こ
が
れ
る
町
家
、

目
で
も
味
で
も
四
季
を
味
わ
え
る

京
料
理
な
ど
、京
都
に
は
、先
人
の

築
き
あ
げ
た
優
れ
た
伝
統
と
文
化

が
あ
る
。

　

と
は
い
え
、京
都
に
は
進
取
の
気

風
と
改
革
の
精
神
を
持
ち
、常
に
新

た
な
文
化
や
産
業
を
取
り
入
れ
る

進
歩
的
な
面
も
あ
る
。
茶
の
湯
や

西
陣
織
は
、当
時
、最
先
端
の
文
化

だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
京
都
人
気
質
が
表
れ
て
い

る
の
が
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
後
に

開
設
さ
れ
た
錦
市
場
。初
物
を
指
す

「
は
し
り
」は
こ
の
錦
市
場
か
ら
生

ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
産
物
を
大
阪
か
ら
伏
見
ま

で
舟
で
運
ん
で
い
た
こ
ろ
、初
物
の

魚
を
走
っ
て
市
場
へ
届
け
て
い
た
こ

と
が
由
来
ら
し
い
。
み
や
び
な
京
料

理
か
ら
庶
民
の
お
ば
ん
ざ
い
ま
で
、

錦
市
場
は
ま
さ
に
京
の
台
所
。
味

に
う
る
さ
い
人
々
か
ら
愛
さ
れ
続
け

な
が
ら
も
、最
近
の
食
べ
歩
き
文
化

を
取
り
入
れ
た
お
店
や
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
お
店
も
増
え
て

い
る
。

　

伝
統
を
守
り
続
け
な
が
ら
も
、新

し
い
も
の
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る

の
が
京
都
人
の
気
質
な
の
だ
。
京

都
は
時
代
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
い
つ

ま
で
も
輝
き
続
け
る
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

京　都

azbilの拠点がある街を紹介します。
い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
る

歴
史
都
市

azbilは山武グループのシンボルマークです


